
愛鷹地区の皆様

闇値憩でつ
愛鷹財産区（学校林）の間伐材を使って

平成30年12月吉日

愛鷹地区まらづくりプロジェクト

A班間伐事業主管班長　大嶋繁幸

愛鷹山に、愛鷹財産区というヒノキ林があります。森林をそのままにしておくと、太陽の光が入ら

なくなり、ひ弱な木になってしまいます。将来、立派な丸太（原木）となるためには、混んでいる木々

の一部を計画的に伐採（切る）することが必要です。そのことを「間伐」といい、切った木材のことを

「間伐材」といいます。間伐をしないと、木が多すぎて水を吸い込めずに、下流の集落に鉄砲水など

の被害をもたらすこともあります。間伐は、森のためにも、関係する地域全体のためにも必要なこと

なのです。今年も、11月に間伐を行いました。

間伐材でつくろうJ

愛鷹山の間伐材を使って、ベンチや小物などをつくります。ご家族での参加も、子どもだけの参加

（小学校低学年以下は保護者同伴）もできます。多くの皆さんの参加をお待ちしています。

＊今回、学校へのチラシ配布はありません。

平成3I年IRZTB（日）9：00～I5：00ころ

愛鷹地区センター（大会抹室）

愛鷹地区の皆様

無料

′コギり　かぢづち啓との工作道具

（家にある人）

作業ので亘る服装でご参加くだ±い

「間伐材でつくろうJ」奉加申込票
ふりがな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○をつけてください

ご氏名　　　　　　　　　　　　　子ども大人

ご氏名　　　　　　　　　　　　　子ども大人

ご氏名　　　　　　　　　　　　　子ども大人

※参加希望の方は、1／18日（金）までに地区センターへこの用紙を届けてください

★問い合わせ先　大嶋繁幸　電話966－4285
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